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過程の記述法」の成立条件を，基礎の確かな Keldysh Green 関数法を用いて調べ，相互作用の高次項
の寄与の程度やイオン速度に対する条件を詳しく検討した結果，どの程度低エネルギーならば速度方
程式の方法が正しいと言えるかを示した。
(2) 実験的にみた中性化確率がイオン速度の表面垂直成分のみならず平行成分にも顕著に依存するとい
う問題を，速度方程式の方法を用いて考察した。表面の原子構造を反映した電子状態を用いて， Auger 
中性化の行列要素を計算するとその中に平行速度成分に対する依存性が現れることを示した。一定の
入射角における鏡面反射ビーム中のイオン収率(非中性化成分)のエネルギー依存性を計算して実験
結果と比較した。凹凸のある表面ポテンシャルによって散乱されるため散乱ビームに角度分散が生じ
る効果を，鏡面反射軌道に対する非中性化確率の計算に加えて考えると，実験と定性的に一致する結
果が得られることを示した。
以上，イオンの中性化という極めて複雑な過程の解析に，実際に使用できる理論的方法を基礎付け，
定性的ながら実験結果と比較し得る計算を行なっているので博士論文に値すると判断される。
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